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話の無線装置について述べるし列申無線電話は列車移動局と,沿線に国鉄東海道線に施設された列申無線

配匠された地上基地局とを400Mc帯のFM無線電話で結び,さらにその通話を東京,静吼名古見大阪の

4統制局に置かれる交換機に集線して,国鉄業務台を通して業務用通話を,また電電公靴欄外台を通して→般

公衆用通話を行わLめるものである｡

第1節 緒言にはおもな特長を,第2節でほ列車

の性能,第4節では方式上の特長,第5節では技術的問題点および今後の研究

ト 緒 言

今回･国鉄東海道線東京一大阪問590kmに施設された列車無線電

話は,その規模および特殊性において世界に例をみないものであり,

移動無線の 話交換技術として通信方式に一つの方向を提供したも

のと考える｡

そのおもな特長を上げると次のとこおりである｡

(1)電波を節約L保守上の便を考慮した小ゾーン方式を採用し

ている0すなわち,置局計画において混信妨害しない範囲で同一

波を重複使用し,2通話路に対して使用周波数6波をもって東

海道全線の通話を確保している｡

(2)列車移動局が走行するに従って連絡する地上基地局が切替

わるが,この小ゾーン切替えは移動局着信のS/N比比較の形で

自動的に行われるので郡こ最良の通話が保持される｡

(3)空中線系は,鉄道沿線にそって有効に電界強度をうるため

に･各種複合形のものを地形に応じて設計し′てあり,送信

有効に使用している｡

力を

(4)信号系はバイプレーティソグリードセレクタの使用,特殊

スケルチ方式の採用,各信号回路時定数の適切なる設定,雑音に

強い 号伝送方式,交換動作シーケンスの採用など,移動無線に

おける回線の質の変動に対して安定に動作する対策がなされてい

る｡

(5)公衆通信の立場から一定の通話時間が保証されている｡こ

のため小ゾー∵/方式の特長を生かした前後2ゾーンを閉塞する方

式を採用している｡

(6)取扱いは一般電話方式と同じで特殊な考慮を必要としな

い｡

これら特長に関して本稿は主として無線機器および空中線系に関

するものを述べてあるD伝送系,伝送機器および交換制御系,交換

装置に関しては別稿 紳に述べられる｡

2･列車無線電話の概要

2･l東海道線列車無線電話方式の概要

国鉄東海道線列車無線電話は,列車移動局と,沿線14箇所に配置

された地上基地局とを結び,さらにその通話を東京,静岡,名古鼠

大阪の4統制局に置かれる交換機に集線Lて,国鉄業務台を通して

業務用通話を,また電電公社市外台を通して公衆用通話を行わしめ

るものである0列車移動局と基地局との間は,400Mc帯FM無線
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話の概要と東海道線の置局計画を,第3節では無線機器

題を述べる｡

機で連綿される｡地上 地局送信には2波を与え,相隣れる基地局

にそれぞれ1波を割り当ててある｡列車移動局は,相隣れる基地局

よりのそれぞれの 波を別個に受信しながら走行し,そのS/Nを

比較しつつ,S/′N良好なるほうを自動的に選択する｡列車移動局送

信は1波が与えられている｡地上基地局は常時送信状態であり,列

車移動局は通話時のみ送信機が起動することとなる｡通信方式はも

ちろん同時送受話方式となっている｡上記のような方式により,混

信妨害のない離~tた2地点においては,同一の電波を使ってそれぞ

れ独立した通話を行うことができ,電波の節約に役立っている｡実

際にはさらに同一地点においても同時に2通話を行うことができる

よう･さらにもう1システム分の電波が与えられており,合計6波

をもって,全線いかなる場所においても2回線の通話路が得られる

ようになっている｡地上基地局と統制局とを結ぶ回線は,アブロ･一

チ回線と呼ばれており,ケーブル搬送装置を主体として構成されて

いる｡上述のとおり,各基地局ごとに2回線の通話路が必要であり,

さらに各基地局を無人化するために遠方監視制御ならびに打合わせ

に使用するための1通話路が付加され,合計各基地局当り3通話路

が用意される｡このため搬送端局装置としては12通話路方式のケー

ブル搬送端局装置が施設された｡

統制局間を結ぶ回線ほ,中継回線および追跡回線と呼ばれ,前者

ほほかの統制局管内にある列車を呼び出すために使用され,後者は

移動する列車を追跡Lて通話を継続せしめるために使用される｡

これらの回線は既設のマイクロウエーブを利用している｡

地上列車台からの呼びは自動選択呼出であって,列車台において

当該列車番号をダイヤルすることにより,自動的に多周波組合わせ

信号に変換されて送出され列車を捕促する｡列車移動局における信

号受信器とLてはバイプレーティングリードセレクタが使用され,

その急しゅんな選択特性により,回線雑音による誤動作を十分抑制

し,かつ,40編成強の急行列車に対しても個別呼出を可能ならしめ

ている｡バイプレーティソグリードセレクタの動作を安定にするた

め,信 方式とLてほ,伝送回路の同期ずれの影響を相殺する

副搬送波方式がとられている｡列車からの呼びは直通式で,最寄り

の統制局の交換台へ接続される｡列車からの信号ほ音声帯域内信号

で,統制局における受信器には抑圧形信号器が用いられている｡

列車が描促され固定された通話は,列車の走行に伴って,順次基

地局を自動的に切替えながら継続される｡列車移動局においては,

相隣れる基地局よりのそれぞれの電波を受信し,S′/N比良好なる

ほうを自動的に

8

択し,かつ同時に通話帯域外の周波数偏借方式の

信号をもってその選択を統制局に通報し,統制局においてほ,その

信引二基いて列車を自動的に追跡する｡
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列車移動J~許ならぴに統制JこJ交換台における扱者の操作は,それぞ

れ通常の直通式ならびにトールダイヤル式とまったく同様で,柑′こ

わずらわしい操作は不要であるJ

2.2 無線回線計画

2.2.1無線周波数の検

列申無線に使用される周波数はいずれが適当であるかというこ

とについてほ1950年頃からドイツ鉄道省の実験rl),アメリカベル

研究所の実験(3)などにおいて450Mc帯がイグニッションによる

雑音も少なくて市街地ではきわめて有利であることが報告されて

いるr〕

また1952年にNew York市周辺で子iった150,450,900Mc

および3,700Mcの比較実験(J)データにおいても市街地用として

は450Mc帯がほかの周波数く･こ比してJl預り1′佃こ有利なことが分か

i),東海道i■出陳のように再開地の 続する地域の列車無縦に(･上

450Mc′辟が有利であることが考えられていじ｣

11本においても近年450Mc用Ⅷ】真空管6939(QQlミり2ノ5川

当),5F20RA(4Cx250B),4F16R(6816相当),2B94(QQE

9

06/40相当)などの】当産が~可能となり,一刀15nMc帯無線機は各

地で使用されてその電披剖当が困難な状況にあったため,国鉄列

車無線にほ450Mc帯を使用することと決定されたものであるJ

2.2.2 無線回線置局計画および結果

海道列車無線は通話の品質とLて｢東海道線全線のl札トン

ネル内を除く地域の95%以上がS/′N比35dB以上であること｣

を目標とL,これに基き置局計画が行われた｡

このため匿局計画に当っては,数次にわたり東海道沿線の電波

伝ばん試験を実施し,R標としてほ次の理山により電界強度30dB

以上を確保するように置局計画がたてられた｡すなわち 400Mc

荷受信機の感度は,受信機入力6dBにおいてS/N比ほ20dB以

上となる｡伸長率2倍のCompanderを使用することにより,

20dBのS.･/N比な35dB以上に改苅できる.､45OMc滞利得OdB

のアンテナ`片効高ほ乳-12dIミであり,フィータ1■ま~蔓りニ2〔lBモうノ左

こむと受信人ノJ6(lBに対しては電界頗度20dB小必要でム甘

さらに地域的定在波による変動として川dti石二見j左んで,必要′‡宣

界感度を30dB以上とした.′.



口立評論別冊第39号

イ呆留ソ｣ン トーーー一大版

へ
モ
二
ぷ
＼
票
ト
＼
顎
昏
)
堰
檻
暗
躍

仰トー

l､

〝トー【こ

ク (下り)

男尺 名

1

｣ご♂〝

♂z仇ンピ

′
′

っ⊥

〃〃

47
､揖ノ

♂4ク

㌧＼ノ_⊥

用紙取替

J?Jリ ノ〟 ノソJ

r/り 甜

大乗吹茨描高山神向西京

淀 〉才

阪川田木
日大

欄崎足町路郁

山大牌石 苧守野稔折箕菜摘河

和書袖山if山洲原八土日嫉牒
略

斉木 西軍近柏

′7う1
相原 井良原

間

金谷--
(β)

ごプJ ご⊥7J

知/ト 勒 居天

城躇 田 郡 御坂橋 川原津田1瓦版煤伏

関(新両夫津 岨 岸絹請批 名熱寛大共人刈 安岡手 話 驚西豊 二新宅新芹舞高浜

ケ車重 荒

原井# 尾垣絹 阜

蔵

書

杷 占
‥ ミ

･
‥

▲~~~~~

拗

謹井

イ/〃 イガ イ.プβ イ虜ソ

∠､7〝 ∠∠♂ ノ〝 ノα7 /ムフ

イJ汐 ∫Jカ7 J/β
L〃♂

/イ♂ /l∫β /′⊥■〟 /〟

=Ilt

｢r二=コ〇｢=-1酎…=t~]~亡二=∩‥trコJ=r仁一

令息 藤根用静狩ポ=堅田論岩忘守

碁廿巨ほパ∵宗撤1萄水津ル宋.判1_原

伝ばん試験の結果から置局計画は舞=匡匠とおり東海運朝潮14箇

実回線において測定した電界強度は弟2図のとおりであり,ト

ンネルを除いてほ鷲津,刈谷,関ケ原,近汀八幡および山科付近

などを除いては30dB以上の電界頻度が得られており,初期計画

に近いデータとなっている｡走行試験において得られた全線の通

話の質(Sノ√′N比)ほ各小ゾーンについて弟l表のとおりであり,

トンネルを除き約93%の地域でS.//N比35dB以上,97%の地域

でS′′･′N比30dB以上が得られている｡

電界強度の変動として10dB見込んだことほ局部的には不足で

あり,これが弱電郷地域にこおいて通話の質の問題よF)も后ぢ･系に

大きな妨害を与え,信号器誤動作,交換接続不備の原lノ]となり,

その対策に苦心が払われた｡

3.1概

無線装置は,

3.無 線 機 器

要

地局周波数範囲送信462～462.5Mc,

412.5Mc(移動局はその道),定格出力基地局100W,

の同時送受話方

受信412～

移動局40W

口およびm,受信架の4架に分かれ,2チャンネル(以下CHと略

記する)の列申無線送受信系統を構成する｡

移動ノ.t川]は弟3図にホすとおりC11--1およびClI2の2架から

成り,1編成の列申無線系統を構成する｡

統制局(東京,静岡,名古屋,大阪)においては搬送装胃(変換

架,信号架)および交換機(追跡交換架,1-い継交換架AおよびB)
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斡;宗宍 ヰ艮宇ノl＼回二大年号止農大戸
′y

析 m扁 ケ

ー､､

‥
-

第1長 束 血 道 全 区 間 通 話 Sノ/N 比

測定ヰ 6月12日 下り 節2つばめ

6月15日 上り 節1つばめ

小ノーーソ

名■占'屋

米 原

人 拝

顔 川

大 阪

(kmJ

切梓地点

川 崎

藤 沢

J'ナ 耶

興 津

l]木坂

袋 井

梵苦汁

687

1,445

2,580

2,235

965

2,085

1,530

1,594

1,186

3,570

1,800

1,313

1,334

1,064

S/N比
30dB以上

時 間

_(秒L
685

1,446

2,075

2,197

911

1,790

1,308

1,544

1,123

3,371

1,620

1,288

1,159

1,064

7

4

4

S/N比
35dB以_】二

時 間

上松L

655

1,377

1,985

2,131

837

1,661

1,254

1,438

1,028

3,108

1,391

1,270

1,136

100!1,061

不感地帯はトンネル

口承坂,金谷トソネル

関ケ原付近癒し

23,398121,581192.2120,332186.9lトソネルは約5%

と接続され,逓地ノ._1)(戸塚,真鶴,函南,用宗,金谷,浜松,豊橋

など)にふいてほアプローチ肝搬送端局装筒(端局架)に接続され

て,統制局より遠ノノ制御および監視が行える方式となっている｡

移動抽エそと換丁別御架に接続さjt,

の;l服飾はいっさい交換て1il｣御架のリレーグループにより行われる｡

基地局の送信慄lおよび口は,おのおのCH-1およぴCH-2に
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第3図 列車移動局

系統l又l

基地局･端局架

予備電源用10kVA発動発電機

第4図 列 車 無 線 地 上

使用されるもので,送信架mは両CHに対する予備送信架となって

いる｡

受信架には,CH→1用2台およびCH-2円2台計4台の受信部

が央 されておのおの常時動作状態にあり,各CHとも片側受信部

の故障時には通話路は自動的に他の側の受信部へ切替えられる｡〕

送信架においても受信架においても故障時の切梓えはすべて日動

的に行われる｡

移動局においてはCH-1およびCH-2各架に送信部1,受信郡

2(AおよびB)が実装されていて,列申の進行により基地局ゾー

ンが切替わるときほ,受信部AおよぴBが交互に動作Lて阿線を構

成する｡弟4図は地上設備,弟5図は車上設備および使用状況を示

してある｡

3.2 電気自勺性能

3.2.1送 信 部

(1)周 波 数 範 囲

(2)周波数 逓 倍 数

(3)周 波 数 偏 差

基地局462､462.5Mc

移動局412～412.5Mc

36

士5×10~6以内に調節~可能

11

(4)

(7)

(8)

(9)

備 周

基地局･送信架

送 信 出 力

山刀インピーーダンス

負 荷 整 合

ス プリ アス稲射

最大周波数偏移

周波数特性

状地ふい受信架

基地局100W以上

(H_1力低減可能約50W)

移動局40W以上

(出力低減可能約25W)

50∫1

SWR=1.5の負荷に対L整合す

る

帯域内-80dB以下

帯城外

音声

-60dB以下

地局士7kc

移動局±5kc

100%変 基地局±10.5kc

移動局 士71くC

として

10.5士3dB

+6±2db

3.6kc +11士2db

ただし20%変調
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移動局無視送受信機

(10)

(11)

(12)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(9)

(10)

(1l.)

鉄道恵子機器特集号

移動局交換制卸架

ひ ず ム ヰ

1kc20%変調にて一30dB以下

残存雑 変 調

1kc70,%変調で r40dB以下

変 調 入 力

1kc70焉変調にて.4十3dBm

変調入力インピーダンス 6()On

系 統 l対

基地庁こ)弄る図 移動局第7図

受 信 部

周 波 数 範 州

基地局412､412.5Mc

移動局462､462.5Mc

J∴)発 倍 数

第1局発 36

第2局発 6し第1局発の)

rl~~一間 周+汲 数

第2[H乱開披数5.25Mc

第3中間周披数 455kc

受信周波数偏差

士1×10▼5以lノ｣

城 幅

6dB低下で十13kc以｣二

選 択 度

十25kcに対Lて70dB以

入力インピーダンス

スプリ 7ス感度

-70dB以~F

受 信 感 度

20dB雑音抑圧の受信入力

10dB(/∠Ⅴ)以下

相 互 変 調

60dB以上

感 度 低 下

77dB以上

50n

業務用電 話機

第5同 列車無線中上設備お よ び他用状況l又l

口立評論別冊第39弓･

展望車での公衆電話

第6図 J.〔地 り 送 イ.;機 系 統 図

12

第7岡 移 動.J.~一)送イ言~機 系 統l文1

l
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(12)最大無ひずふ川力

出力インピーダンス 6()0･rl

で+4dBm以仁(10%ひず

ん)

(13)周 波 数 特 性

Ikcな底準とLて

n.3kc+10.5士3dB

2kc-6±2dB

3.6kc-11士2(lB

ただL20%変調

(14)系

弟8図

3.2.3 電 源 消 費

基地差.)送信架

約1kVA(100W送㍍時)

受 信 梨

約0.5kVA

移動り送受信架

約0.71くVA(40W送受†言畔)

3.3 構 造

送用]り脚 信架,受†iて架は帖250,

奥行225,高さ 2,350nlnlの標準架

に組み込まれて,各パネルはプラグ

イン構造である､=｡移動ノ.-川]CH-1,

CH--2の2柴はとびらの開閉方l紅か

異なる以外はまったくト~司じ糀追捕伐

となっているン

4.方式 の 特長

4.】信 号 方 式

列申無線においてほ信ぢ一方ノ･℃を適

正に選ぶことが総合動作__1二きわ琉て

市要なことである｡.

無線信弓一方式は人別するとパノLス

話 用 無 線 装 置

符/′.第ノ局礫

〟r一触形

也遥槽入り

須8【粟1受†1 機

ー/ ♂だ.しう り 十/¢昔

弟9lズー リードセレクタ選択度情性例

プんモとトーソ方式の2種類があJ),おのおの利害得クこむイJ~している

が,一献拍加こ移動無線においてはトーン方式のほうが動作櫛リミで有

利であるといえるリ

FT本でも,近時Vibration ReedのIL三卜産が.i[能となるにおよび,

郵政省電披監理J訊こおいても Vibration Reedを使うトーン方式の

班川をタクシー無線用あるいは広報用,サービス

選択呼出装鍔に推賞Lている｡

務用無線などの

Vibration Reed はその急Lゆんな選択料明から通話S/N比

OdB付近の雑音においても信ぺ-を検出することができるので移動無

線用として最適であるといえる｡

第9図にその選択特性の一例を示す｡今回の列車無線においても

移動局用信号受信回路にほVibration Reedを仲川L,二周波同時

受信後リレー回路においてチェックILり路を付Lて勅†′ドの確実性を保

証してあるので無線受信擁のセ､ソトノイズあるいは外米珊音に対し

ても誤動作無く良好に動作している｡

4.2 基地局スケルチ方式

FM無線機に使用されるスケノLチ回路ほ一般に次の三通りあるL-､

(1)ディスクリミネータ出力のFM性緋音を利用するもの

(2)リミッタ.段のAM性雑音を利用するもの

(3)ディスクリミネ一夕出力の雑音と中開間彼段ブリ､ソドの巾

流負電位を差動的に使用するもの

そのいずれも微弱受信入力においてほ受信機の雑音抑圧特性を利

13

ノミ∃鞠:こ空出｢

胃噂‡注畠出刀

†三世こ■~侶ユ廿~｢

ノ軍準:三亡く.一日十

須告増幅

振幅制限

周戎数弁別

第10図
フ ロ ツ

基地局受信切替およびスケルチ回路

クダイヤ岡

丹1しているため外来雑音による瞬間誤動作ほさけられない｡

列jl~互無線基地描こおいてスケルチが誤動作すると雑音を統制局信

号器に送F),基地指定信号f(SD)(信号の説明は別項｢列車無線

電話川交換制御方式｣の部に れる)あるいは加入者監視信号

f(SV)の誤動作をまねき呼出および追跡交換動作を妨賀すること

になる.｡

この誤動作を防止するため第10図に示すとおり移動局発信のf

(SD)倍けのSと雑音Nを差動的に動作させて所定のS/N比にお

いて急しゅんにスケルチを開く回路としてある｡すなわち,外部雑

音によるNレベルの変動があってもスケルチが誤動作しない回路方

式を採用Lてある｡

4.3 空 中 線

基地ノrJ川】空･11線ほ軌道に沿わせた軸射特性をもたせて送信機出力

を最も有効に便潤することを考慮L.た｡

軸射特性ほ軌道の曲りおよぴ 彼の伝ばん状況を調査した上で弟

11図に示すように東京局ほ一方向性8 子八木空中線,戸塚,金谷,

択松局は2方向性10素子八木坐l一日線,真鶴局は3方向性13素子八

木空中線,用宗,函南局は一方向性5素子八木空中線とし,八木窄

L-い線の組合わせにより指向性を軌道に合わせて配置した｡

また,電界必度を希 する値に設定するため輿電力分配器を利用

して希望の割合いに電力の分配を行っている｡

たとえばプ~て塚局においては送信機の出力を東京方向には70′%∴疎
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沢方向にほ30%というように希望の分配

行ってある｡

鉄道

で電力分配を

代表的な空中線系の一例として真鶴局の概略を

る｡空中線系統は弟12図のとおり構成し,3本の空中

線の総合指向特性ほ弟13図のように希望の形としてい

電力の分配率ほ大船方向5,真鶴方向3,熱海方向2

割合で行ってあるが分配器は分布定数回路の整合トラソ

スのインピーダンスを

に決めている｡

ぶことにより分配率を所定の比

空中線の受信電力は受信機2台に各逆位相で損失少な

く供給されることになる｡

移動用空中線は列車の天蓋に装備するに適した環状ス

ロットアンテナを使用した｡

4.4 移動局ソーン切替え方式

移動局におけるゾーン切 えは基地局における受信切

替回路と同じく受信機出力の雑音電力比較を行い,祁音

の少ない側の受信横に回線を接続させる｡

この雑音増幅器の特性は入力対出力が再線的な一般の

増幅器(弟】4図Aの特性)では切替えレベル は第14図

Cの曲線のように受信入力の低下とともにレベル差が少

なくなり,特性がはさみ状に圧縮されて動作上好まし_く

ない｡このため雑音増幅器の最終段に可変相互コンダク

タソス管5749(6BA6高信頼管)を使用し,弟14図a

の曲線のようにS/N低下すなわち5749の入力振幅の増

大に伴い格子側の整流による偏侍竃仕の作用によりgnl

の低下憤向を強め一種の圧縮特性を与えている｡

電子機器特集号 日立評論別冊第39号

第11同 列車無線東京ゾーン基地局空中線指向特性計画図

14

この特性の増幅器により弟14図b曲線のように切替範囲全般に

わたりほぼ一様な切替えレベル

実測データを示す｡

を確保している｡策】5図はその

移動局においては列車進行中に2台の受信機(Aゾーン用およぴ

Bゾーン用)が動作してその雑音出力レベルを比較して自動的に

S/N良好な側のゾーンに切替わり,同時に基地局指定信号を切替え

て統制局へゾーソの切帝ったことを表示して追跡交換を行う方式と

なっている｡

返信用/J責了J方向性

空中線

媛信磯

受イ言用/J素子J方向性

空中線

/買磯 ∠芳磯

受イ三磯 受信機

第12図 皇軍鶴基地局空中線系統図

5.1稚

5.技術的問題点および今後の研究課題

立

Fヨ

交換動作に妨害をケ･える雑音には→般的なものと,列車無線特有

のものとがある｡

(1)電界の定在波

電界の地域的定在波が15～20dBあり,その中を列車が走行す

るため電波の瞬断の形となり,5～10ms幅のパルス性雑音が低

周波出力に現われる｡当然のことながらこの現象は弱電界地区で

最もはげLいr｡

第13囲 真鶴局複合空中線指向特性



列

(
篭
)
R
ヨ
掴
嬰
聖
碑
豊

-ガ ーガ ー〝 ♂

受イ三根雑書出力(Jβ〝)

斤>

ノ†

っ
∠
ハ
〃
ハ
∠
∴
♂
.
斤

根
､
｣
｢
/
＼
｣
御
F
{

線

受信勃比

第14図 受信切替雑音増幅器特性説明図

(
聖
)
伸
｢
岬
m
軍
卜
刀
…
▼
世

無 線 装 置

､

〝

ガ 買り言霞回こ環八二っ(嘩/)

リザ キ任竜山7〕(.ガ仰)

(2)受信機のセットノイズ

基地局スケルチは微弱入力で動作するが,スケルチ最低動作点

付近の弱電附こおいては受信機セットノイズのため信号器が誤動

作する｡基地局スケルチの感度を下げることはゾーン切替え動作

上およびOverReach障害上からの制限がある｡

(3)列申走行による雑音

現象としてほ列車のスピードが大きいとき,ほかの列車とすれ

ちがうとき,列車がブレーキをかけているときなどにみられる雑

音で電気機器より発するもの,あるいは電界中を導体(列車)が構

切るため,あるいはトロリー線,柱などが原因とみられる｡後者の

原因についてほStayNoiseとして外国の文献にもみられる(1)(2)｡

これら特にStanding Waveによる急しゅんな電界の微細変動の

ためこの中を高速で疾走することにより,弱電界地区走行中に受

信機セットノイズレベルに近いパルス性雑音が現われる｡

(4)Over Reach

後述する0ver Reachの問題も

を妨害する｡

似的雑音として交換接続動作

以上の各位雑音に対する対策は無線回線忙対してほ適当な手段が

なく,主として信号系,交換系の改善に 点を臣いた｡1~なわちf

(S上))信号回路をパルス性雑音に対して強くするとともに,交換動

作シーケンスを変更するなどの対策をとっている｡

5.2 今後の課題

列車無線方式の回線の質を向上させるため,将来とも考えなけれ

ばならない研究課題の二,三につき

5.2.1弱電界対策

前述したとおり現在なお弱電界で交換接続率の低い地域が残さ

れている｡

列車無線筐局言十両とLて Active Network の増設により電界

強度を増すことほ後

から好ましくない｡

する0ver Reachの問題および経済的見地

したがって局地的に認められる弱電界地域に対してほ経済的に

も引合うガ法による補強を必要とする｡

たとえば反射板を使い局部的に電界強度を上げるなどの方法が

考えられる｡

また電界の走在波による雑音,列車走行に起因する雑音に対し

ては,たとえばSpace Diversity方式による対策,列車側アソテ

ナ方式による対策が考えられる｡

5.2.2 トンネル対策

トンネル内は現在不感地域としてあるが,平行二線またほ同軸

線方式などを使用し,UHFによりトンネル内伝ばんを行う方法

が検討されている｡

5.2.3 移動局A8ゾーン切替え

弟4.4項のように移動局は2台の受信機の雑音出力の比較を行

15

第15図 移動局ABゾーン切替動作特性

い,ゾーンの切称えを行っているが,ある地域においてほ電界強

度のほぼ等い､地域が広範囲におよび,かつ地域的定在波も大き

いのでABゾーン切替えがしばしば行われる場所がある｡現在切

替えレベル差3dB,切棒え所要時間2秒以上に調足してあるが,

これよりも切替えレベル差を大きく調整すると,S/Nが悪くなっ

てもゾーンを保留するという不都合が現われてくる｡ゾーン切替

え方式についてはさらに研究中である｡

5.2.4 0Yer Reqch対策

小ゾーンを一つ飛越して移動局からの発信電波が着 されると

交換不接続となる｡これの対策も信号器,交換機を含めて技術的

見通しが立ちつつある｡

る.結

以上述べたとおり東海道線列車無線は過去に外国には二,三の例

はみられるが,わが国においては最初のもので,その規模および特

殊性においてまったく世界で例を見ない新規に開発された方式であ

り,移動無線の` 話交換技術として通信方 に一つのエポックを捉

供しうることができたものと考える｡現用している特急電車に設備

したため,その現地試験は難渋をきわめたが,今回得られた貴重な

資料はさらに将来の移動無線に対する方式設計技術の基礎となるこ

とと信ずる｡

終りに臨んで,今回の列車無線開発に種々ご指導いただいた郵政

波監理局,電電公社,日本国有鉄思 円立製作所ならびに国際

電気株式会社の関係各位に厚く感謝の意を表する｡
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